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Ⅱ．二点夾角測量（港湾測量）による図面作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．こんな時は？ 

１１７７ こんな時は？  

基本操作マニュアル２ ※別冊「基本操作マニュアル２」をご確認ください 

１１００ 座標展開 

（A） 基準（案）の選択 
（B） 用紙・縮尺設定 

① 用紙／縮尺 

② 座標軸 

（C） 結線情報の取込み 

（D） 出力範囲の移動 

（E） 計算書の取り込み 

（F） 方位記号の取り込み 

（G） 図面保存 

（H） 印刷 

（I） 終了 

８８ 逆幅杭丁張計算 

（A） 現場の選択 

（B） 逆幅杭丁張の起動 

（C） 逆幅杭丁張計算 

 

９９ トラバース計算 

（A） 放射逆計の起動 

（B） データ入力 

 

１１１１ 二点夾角測量（港湾測量） 

による図面作成の流れ 

１１２２ 現場選択 

（A） 現場選択 

① 現場作成 

② 現場選択 

 

１１３３ 座標入力 

（A） 座標入力 

 

１１４４ トラバース計算 

（二点夾角測量 設計入力） 

（A） データ入力 

① 設計入力 

② 印刷 

③ 終了 

 

１１５５ 座標展開 

（A） 用紙・縮尺設定 

① 用紙／縮尺 

② 座標軸 

 
（B） 結線情報の取込み 

（C） 出力範囲の移動 

（D） 計算書の取り込み 

（E） 方位記号の取り込み 

（F） 図面保存 

（G） 印刷 

（H） 終了 

 

１１６６ データの比較 

（A） 観測入力 

（B） データの比較 
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基本操作マニュアルの概要 
  

「現場大将」を初めてご使用になる方のために、この「基本操作マニュアル」をご用意しました。 
サンプルに沿って操作をしていただければ、当システムの特徴である操作性の良さと処理の連続性

を容易にご理解いただく事ができます。 
 
この基本操作マニュアルは、Ⅰ.「線形・丁張計算～トラバース計算、図面作成まで」の現場大将一

連の機能を使用した手順とⅡ.「二点夾角測量（港湾測量）による図面作成の流れ」の２つの操作手

順について説明しています。 
 
 

 
基本操作マニュアルの一部の説明で「サンプルデータ」を使用します。 
事前に「デキスパート インストールツール」から「３ サンプルデータ」をインストールしてください。 

 
インストール後、デキスパート基本部の「データ管理／バックアップ」→「サンプルデータ取込み」から、

「平成○○年度 デキスパート サンプルデータ」を取り込んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はじめる前にサンプルデータをインストールしてください 

インストール後 
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I. 線形・丁張計算～トラバース計算、図面作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 6 -  

１１  線形・丁張計算～トラバース計算、図面作成の流れ 
 
線形・丁張計算からトラバース計算、図面作成までの一連の流れを説明します。 

 

線形・丁張計算～トラバース計算、図面作成 

 
 
 
  
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 
 
 
   

  
 
  
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

変化点の標高とＶＣＬから縦断計算を行います。 
平面線形で作成された測点の標高を計算します。 

現 場 選 択           

平 面 線 形           

縦 断 線 形           

勾 配 線 形           

横 断 丁 張           

座標管理を行う現場を作成し、選択します。 

変化点の横断勾配を入力し、平面線形で作成され 
た測点の左右の勾配を計算します。 
※基本操作マニュアルでは、平面線形にて横断勾

配を入力するため、勾配線形での入力は流れに

沿って行いません。 

横断データを入力します。 
構造物を追加したり、法面線等の計画線を作成し、

最終的に丁張の出入り計算を行う事ができます。 
また、計画および現地盤の入力により、立積計算 
も行う事ができます。 

各要素を入力する事により、道路または河川の平面

の線形を計算します。 
センターの座標を指定された計算間隔で計算しま

 

基本操作マニュアル１ 
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以上の操作を行うと、下記の図面が作成できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト ラ バ ー ス 計 算           

逆 幅 杭 丁 張           

座 標 展 開           

幅杭に対する測点を逆算して求め、前後の測点の 
横断面を選択して任意点の丁張計算を行う事がで 
きます。 
※ここでは、基本操作マニュアルの流れから作成し

たデータではなく、当社サンプルデータを使用し

ます。 
 
 逆計算の機能を使用し、既知点からの夾角と水平 
距離の計算を行います。 

今までの流れにて計算したデータを元に図面の作 
成および計算書の貼り付けができます。 
 

基本操作マニュアル２ ※別冊「基本操作マニュアル２」をご確認ください 
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２２  現場選択 
 
現場大将を起動し、座標の管理を行う現場を作成して選択します。 
現場大将ではこの現場を作成し、現場ごとに測点管理を行います。 
１工事につき１００現場まで登録が可能です。 

 

（A） 現場選択 
新規に現場を作成し、選択します。 
 

① 現場作成 

主メニュー画面の「現場選択」ボタンをクリックします。 
※現場が１つもない場合、デキスパート基本部から「現場大将」ボタンをクリックすると、現場選

択画面が表示されます。 
 

現場選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「新規」ボタンをクリックし、現場名入力画面が表示されたら、現場名を入力します。 
 
ここでは「サンプル現場」と入力します。 
 
 
現場名を入力したら「ＯＫ」ボタンをクリック

してください。 
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「ＯＫ」ボタンをクリックすると現場選択画面に戻り、現場が作成されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 現場選択 

作成した現場を選択します。 
 
作成した現場をクリックにて選択し、「選択」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場が選択され、主メニュー画面に戻ります。 
現場名が選択した現場名になっているか確認してください。 
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３３  座標入力 
 
あらかじめ分かっている座標（発注者よりいただいた座標等）を登録します。 
 
基本操作マニュアルでは、Ｋｅｎｔｅｍフォルダ内の座標サンプルフォルダに保存されているＳＩ

ＭＡデータ「座標サンプル.ｓｉｍ」を取り込み、座標を入力します。 
 
主メニュー画面の「座標計算」タブの「ＳＩＭＡ取り込み」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＳＩＭＡフォーマットのファイル選択画面が表示されます。 
Ｋｅｎｔｅｍフォルダ内の座標サンプルフォルダをクリックし、座標サンプルのＮＯ．欄に三角印

が付いている事を確認し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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取り込む測点の選択画面が表示されます。 
測点名、Ｘ、Ｙに値が入力されているのを確認し、「取込」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メッセージが表示され、座標が取り込まれます。 
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
主メニュー画面に戻ります。 
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４４  平面線形計算 
 
平面線形計算は道路および河川の線形座標を計算します。 
「ＢＰ」「ＩＰ」「ＥＰ」の各要素を入力する事により、指定された測点間隔で線形座標計算し、更

に端部・方向杭の座標、拡幅、勾配まで一連で計算する事ができます。 
 
基本操作マニュアルでは、以下のような条件で道路のセンター座標を計算します。 

 
 
 
 
 
 
 

座標名 Ｘ座標 Ｙ座標 カーブ要素 
Ｒ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 曲線長 

ＢＰ －３９２０．２９８  １２７３．４３９    
ＩＰ１ －３９０７．４２９  １３３０．２１８ ３０ １５ ７．５ 
ＩＰ２ －３９６５．０００  １３６３．８９３ ４０ ２０ １０ 
ＥＰ －３９４０．０３３  １４２４．０３２    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路 線 名      ： サンプル路線 
測 点 名      ： ＮＯ. 
測点間距離 ： ２０ｍ 
工事起点名 ： ＮＯ.０ 
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（A） 路線選択・線形条件設定 
路線を新規に作成・選択し、線形の計算を行う際の条件を設定します。 
 
主メニュー画面の「線形・丁張」タブの「平面線形」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路線選択（平面線形）画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「新規」ボタンをクリックします。 
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線形条件設定（平面線形）画面が表示されます。 
以下の項目を入力・設定し、「入力」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（B） 平面線形要素入力 
平面線形要素入力（ＩＰ有り）【道路モード】画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでは、各要素の入力を行います。 
１行目の起点のＩＰ欄に「ＢＰ.」と表示されています。 
 
 

路 線 名  ： サンプル路線 
平面線形の入力方法 ： 「ＩＰ有り」を選択 
横断方向の左右 ： 「道路モード」を選択 
測 点 名 形 式 ： 「ＮＯ.」を選択 
測 点 間 距 離 ： 「２０ｍ」を選択 
単 円 の 役 杭 名 ： ＳＰ．（ＢＣ－ＳＰ－ＥＣ） 
工事起点の設定 ： ＮＯ.０ 
工事起点の追加距離 ： ０．０００ｍ 
平面線形と縦断… ： チェックを付ける 

基本操作マニュアルでは、ＩＰ入力

方式を「座標」に設定します。 
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プレビュー上の測点名「ＢＰ」をクリックし、あらかじめ登録している測点のＸ座標・Ｙ座標を参

照します。 
※プレビューが表示されていない場合は、メニューバーの「ウィンドウ」→「プレビュー」をクリ

ックし、チェックが付いている状態にしてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※プレビュー下の「設定」にチェックを付け、表示設定画面を表示させ、設定を行う事ができます。 
 
平面線形要素入力（ＩＰ有り）【道路モード】画面にＸ座標・Ｙ座標が参照されます。 
 

 
 
 
 
 

２行目以降は、種別欄にカーソルを置くとドロップダウンボタンが表示される

ので、一覧から種別をクリックにて選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック 
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２行目以降は、下表のデータを入力してください。 
 

ＮＯ. 種別 ＩＰ. Ｘ座標・Ｙ座標 
カーブ要素 

Ｒ ｸﾛｿｲﾄﾞ A1 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ A2 

ｸﾛｿｲﾄﾞ L1 
曲線長 L2 

２ クロソイド １ プレビュー上の測点「ＩＰ.１」を選択 ３０ １５ ７．５ 
３ クロソイド ２ プレビュー上の測点「ＩＰ.２」を選択 ４０ ２０ １０ 
４ 終点 ＥＰ. プレビュー上の測点「ＥＰ」を選択    
※ＩＰ欄には、ＩＰ名が自動表示されます。変更を行う事も可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全ての入力が終了すると、平面線形要素入力（ＩＰ有り）【道路モード】画面は以下のようになりま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック 

クリック 

クリック 
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プレビューは以下のように表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力した要素を元に測点を作成します。「計算実行」ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算設定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※計算間隔は初期状態で、「直線部：１０ｍ」「曲線部：５ｍ」となります。 
※計算間隔は０．１ｍ単位での入力が可能です。 
 
ここでは、初期設定の状態で計算を行います。 
「計算実行」ボタンをクリックしてください。 
 
線形計算結果、幅員計算【道路モード】画面が表示されます。 
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（C） 線形計算結果、幅員計算 
線形計算結果、幅員計算【道路モード】画面が表示され、入力した要素からセンターの座標が計算

されます。 
 
ここでは、以下のデータを入力しながら説明を行います。 
 
作成した測点に以下の条件で標準の幅員・勾配、ＩＰに対する拡幅、勾配を設定します。 

標準幅員 ： 左３．５００ｍ 右３．２５０ｍ 
標準勾配 ： －２％ 
 拡 幅 量 横 断 勾 配 
ＩＰ.１   １ｍ 左 ＝ ＋６％ ，右 ＝ －６％ 
ＩＰ.２ ０．５ｍ 左 ＝ －５％ ，右 ＝ ＋５％ 

 
データの入力が終了し、計算を実行するとプレビューが以下のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 拡幅・勾配設定 

拡幅・勾配の設定を行います。 
 
線形計算結果、幅員計算【道路モード】画面の「拡幅・勾配」ボタンをクリックします。 
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入力方法の選択画面が表示されます。 
簡易入力 ········· 線形のカーブ方向を確認しながら、勾配・拡幅を設定できます。 
表 入 力 ········ 表形式にて拡幅・勾配の設定を行います。 
 
ここでは、「簡易入力」を選択します。 
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
 
 
拡幅・勾配簡易入力【道路モード】画面が表示されます。 
 

＜共通設定＞ 

標準幅員・標準勾配を設定します。 
※共通設定は、１つ目のカーブが表示されている画面で変更します。 
 
 
 
標準幅員の初期値は「３．５００」と表示されています。 
※標準幅員にあらかじめ一括設定を行っていた場合は、一括設定で入力した数値が反映されています。 
 
基本操作マニュアルでは、標準幅員（右）を「３．２５０」に変更します。 
 
 
 
標準勾配は初期設定のまま進みます。 
 
 
１つ目のカーブの拡幅・勾配の設定を行います。 

＜距離設定＞ 

勾配・拡幅の変化点の前後の移動量（±）を設定します。 
 

増減には役杭からの距離が入力できます。 
※勾配・拡幅の変化点が役杭とずれる場合に設定を行います。 

 
 

 
 

基本操作マニュアルでは、ＫＡ、ＫＥを変化点とするため、変更を行わずに進みます。 
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＜拡幅設定＞ 

拡幅を設定します。 
平面線形からカーブの曲がり方向を自動的に認識しますので、カーブの内側に拡幅を入力します。 
 
ＫＥ１－１に拡幅量（ｍ）「１．０００」

と入力します。 
入力を行うと、ＫＥ１－２の拡幅量に同

じ値が自動入力されます。 
※拡幅量が違う場合は、上書き入力して

ください。 
 
 
 

＜勾配設定＞ 

勾配を設定します。 
 
片勾配の計算方法から「標準（短）」を選

択し、ＫＥ１－１の左勾配（％）「６．０

００」を入力します。 
 
入力を行うと、ＫＥ１－１の右勾配、ＫＥ

１－２の左右の勾配が自動入力されます。 
 
入力が終了したら、「次カーブ」ボタンを

クリックし、次のカーブに移ります。 
 
※平面線形の簡易入力で勾配の設定を行うと、データが反映され、勾配線形の要素入力を行う必要

がなくなります。 

 
続いて、２つ目のカーブの拡幅・勾配の設定を行います。 

＜距離設定＞ 

勾配・拡幅を入力する位置を設定します。 
 
 

 
 

１つ目のカーブ同様、ＫＡ、ＫＥを変化点とするため、変更を行わずに進みます。 
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＜拡幅設定＞ 

拡幅を設定します。 
平面線形からカーブの曲がり方向を認識

し、カーブの内側に拡幅を入力します。 
 
ＫＥ２－１に拡幅量（ｍ）「０．５００」

と入力します。 
入力を行うと、ＫＥ２－２の拡幅量に同

じ値が自動入力されます。 
 

＜勾配設定＞ 

勾配を設定します。 
片勾配の計算方法から「標準（短）」を選

択し、ＫＥ２－１の右勾配（％）「５．０

００」を入力します。 
入力を行うと、ＫＥ２－１の左勾配、ＫＥ

２－２の左右の勾配が自動入力されます。 
 
入力が終了したら、「計算実行」ボタンを

クリックします。 
※平面線形の簡易入力で勾配の設定を行うと、データが反映され、勾配線形の要素入力を行う必要

がなくなります。 
 
拡幅・勾配入力【道路モード】画面が表示されます。 
拡幅・勾配入力の表形式欄に、計算された各測点の拡幅量および幅員（標準幅員＋拡幅量）、勾配が

表示されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「閉じる」ボタンをクリックします。 
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拡幅・勾配の変化点が、測点一覧に登録されていないため、登録するかどうかを確認するメッセー

ジが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
「はい」ボタンをクリックしてください。 
 
勾配の変化点登録画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
登録する要素を選択します。 
ここでは、全て選択し「登録」ボタンをクリックします。 
 
平面線形に任意点として追加した事を知らせる情報メッセージが 
表示されます。 
「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
 
 
 
座標を登録した事を知らせる情報メッセージが表示されます。 
「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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線形計算結果、幅員計算【道路モード】画面に戻り、拡幅を考慮した左右の幅員の座標が計算されます。 
 

※座標登録を行わないと、計算結果より求められた座標は保存されません。 
座標の登録については、次項を参照してください。 
 

② 座標登録 

ここまでの手順で計算された座標の登録を行います。 
 
線形計算結果、幅員計算【道路モード】画面の「座標登録」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
登録する結果座標選択画面が表示されます。登録する座標の種類を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
基本操作マニュアルでは、全ての座標を選択し登録します。 
「登録」ボタンをクリックします。 
 
同一測点名が既に登録されている場合、座標登録画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての測点の追加方法を「上書き」に設定し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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（D） 終了 
平面線形計算を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
線形計算結果、幅員計算【道路モード】画面の「主メニュー」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 

※「閉じる」ボタンをクリックすると、１つ前の平面線形要素入力（ＩＰ有り）【道路モード】画面

に戻ります。 
 

データの保存を確認するメッセージが表示されます。 
 

「はい」ボタンをクリックしてください。 
 
 

主メニュー画面に戻ります。 
 
 

（E） その他の操作 
基本操作マニュアルの流れでは使用しないその他の機能を説明します。 

① ブレーキ設定 

本来ならば１０ｍの区間距離のところを９．９８ｍとし、測点名はそのままにする場合、ブレーキ

設定を行います。 
※幅員入力がされている状態でブレーキ設定を行うと、入力済みの幅員が消えてしまう場合があり

ます。ご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

センター座標計算後（基本操作マニュア

ルでは 4－B 節「平面線形要素入力」終

了後）、ＮＯ.１＋１０の追加距離（通常３

０ｍ）を２９．５ｍに設定します。 
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線形計算結果、幅員計算【道路モード】画面の「ブレーキ設定」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 
ブレーキポイント設定画面が表示されます。 
ブレーキポイント設定画面の測点一覧から「ＮＯ.１＋１０」を選択し、「ブレーキ追加」ボタンを

クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブレーキポイント欄に測点名が表示されたら、変更距離に「２９．５００」を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力が終了したら、「再計算」ボタンをクリックします。 
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線形計算結果、幅員計算【道路モード】画面に戻り、ブレーキポイントが反映され、以降の測点の

追加距離が変更されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ブレーキポイントはＢＣやＥＣ等の役杭の測点では設定できません。 

 
※幅員入力後、ブレーキ設定行い幅員の一部が消えてしまった場合は、幅員を再入力する必要があ

ります。 
 
 

② 逆幅杭計算 

任意点に対する横断方向の測点とその座標、横断距離を求めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測点名 Ｔ.１（－３９４８．２９８、１２９３．４３９）の逆幅杭を求めます。 
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線形計算結果、幅員計算【道路モード】画面の「逆幅杭」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

逆幅杭計算画面が表示されます。 
プレビュー上の測点名「Ｔ.１」をクリックすると、幅杭の座標欄に測点名、座標値が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幅杭の座標が入力されると逆幅杭が計算され、計算結果が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「任意点に追加」ボタンをクリックして線形計算結果に追加したり、「座標登録」ボタンをクリック

して幅杭の座標と計算結果の座標を登録する事もできます。 

クリック 
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５５  縦断線形計算 
 
縦断線形計算は、各変化点の高さ（折れ点高）とＶＣＬ（バーチカルカーブ）の入力により各測点

のセンターの標高計算を行います。 
また、平面線形で計算したセンター座標をそのままデータ入力へ反映させる事ができます。 
 
４章「平面線形計算」でサンプル路線について以下の条件により縦断線形を作成します。 
 

変化点 折れ点高 ＶＣＬ 
ＮＯ.０ ６５．４５２ ０ 
ＮＯ.３＋３．５６６ ６７．１６４ ６０ 
ＮＯ.５＋１９．４８７ ６５．８９６ ５０ 
ＮＯ.８＋１１．３１３ ６８．００３ ０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（A） 縦断線形の起動 
主メニュー画面の「線形・丁張」タブの「縦断線形」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.0 
折れ点高65.452 

VCL 0 

NO.3+3.566 

折れ点高67.164  

VCL 60 
NO.5+19.487 

折れ点高65.896  

VCL 50 

NO.8+11.313 

折れ点高68.003  

VCL 0 
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路線選択（縦断線形）画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
４章「平面線形計算」で作成した路線名「サンプル路線」をクリックし、「選択」ボタンをクリックします。 
 
線形条件設定（縦断線形）画面が表示されます。 
 
「平面線形と縦断・勾配・横断を連動させる」に 
チェックが入っている事を確認してください。 
 
ここでは、各項目の入力・変更は行わずに「入力」

ボタンをクリックします。 
 
※基本操作マニュアルでは、平面線形計算で既に

データ入力を行っている事が前提ですが、新規

に路線を作成し縦断線形計算のみ行う事も可

能です。 
【33ページ「平面線形と連動していない場合」 

参照】 

 
 
 
 

（B） 縦断線形要素入力 
縦断線形要素入力（平面線形と連動）画面が表示されます。 

 
線形要素（折れ点高およびＶＣＬ）を入力します。 
 
１行目の折れ点高に「６５．４５２」と入力します。 
＜Ｅｎｔｅｒ＞キーを押すと、２行目にカーソルが移ります。 
２行目は、測点名に「ＮＯ.３＋３．５６６」、折れ点高「６７．１６４」、ＶＣＬ「６０」と入力します。 
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同様に３行目以降に下表のデータを入力してください。 
 

ＮＯ. 測点名 折れ点高 ＶＣＬ 
３ ＮＯ.５＋１９．４８７ ６５．８９６ ５０ 
４ ＮＯ.８＋１１．３１３ ６８．００３ ０ 
 

※入力箇所のみカーソルの移動が行えます。 
※測点名を入力すると、追加距離が自動入力されます。 
※要素（測点名、折れ点高、ＶＣＬ）の入力を行うと、「計画高」「勾配」「ＶＣＲ」「ＶＣＭ」が自

動計算されます。 
※終点は「ＶＣＬ」に「０」と入力してください。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
※「線追加」ボタンより複数計画線（１０本）の作成が可能です。 
 
要素入力を行うと、縦断計算結果（計画高）画面に各測点の計画高と勾配およびＹの値を自動計算

して表示します。 
※縦断計算結果（計画高）画面が表示されていない場合は、メニューバーの「ウィンドウ」→「計

算結果」をクリックしてください。 
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プレビューは以下のように表示されます。 
※プレビューが表示されていない場合は、メニューバーの「ウィンドウ」→「プレビュー」をクリ

ックし、チェックが付いている状態にしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※表示設定の「番号を表示する」にチェックをしていない場合、番号は表示されません。 
（プレビュー下の「設定」にチェックを付け、表示設定画面を表示させます） 

 
 

続いて、計算を行った縦断曲線の変化点の座標登録を行います。 
縦断線形要素入力（平面線形と連動）画面の「ＶＣ変化点」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェックを付けると、プレビュー上に左右の縦断も 
表示する事ができます。 
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縦断曲線の変化点登録画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登録する要素を選択します。 
ここでは、全て選択し「登録」ボタンをクリックします。 
 
平面線形に任意点として追加した事を知らせる情報メッセージが

表示されます。 
「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
 
 
座標を登録した事を知らせる情報メッセージが表示されます。 
「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
※同一測点名が既に登録されている場合は、座標登録画面が表示されます。 
 登録方法を任意で選択してください。 
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（C） 終了 
縦断線形計算を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
縦断線形要素入力（平面線形と連動）画面の「主メニュー」ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※「閉じる」ボタンをクリックすると、１つ前の線形条件設定（縦断線形）画面に戻ります。 
 

データの保存を確認するメッセージが表示されます。 
 

「はい」ボタンをクリックしてください。 
 

主メニュー画面に戻ります。 
 

（D） 平面線形と連動していない場合 
線形条件設定（縦断線形）画面で、「平面線形と縦断・勾配・横断を連動させる」にチェックをしな

い場合は、計算結果画面の計画高と勾配の自動計算は行われません。 
 
各縦断要素を入力後、「計算実行」ボタンをクリックして、計算させる必要があります。 
 
＜縦断線形要素入力画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力方法は、平面線形と連動している場合と同様です。 
 

＜プレビュー＞ 

縦断要素のみ表示されています。 
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①計算実行 
実際の計算を行うには、「計算実行」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計算設定画面が表示されます。 
 
直線部と縦断曲線部の計算間隔を入力し、「計算実行」ボタ

ンをクリックします。 
※「変化点も作成する」のチェックを付けると、指定した 

間隔の測点以外に曲線の起終点を作成します。また、曲 
線の起点は「ＶＣＢ」、終点「ＶＣＥ」、中間点「ＶＣＭ」 
で表現されます。 

 
 

プレビューと縦断計算結果（計画高）画面に計算結果が表示されます。 
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②任意点入力 
縦断要素入力画面の「任意点」ボタンをクリックすると、任意点入力画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測点名の入力を行うと、追加距離が自動計算されます。 
「閉じる」ボタンで終了し、縦断線形要素入力画面にて「計算実行」ボタンをクリックすると縦断計

算結果（計画高）画面に入力した任意点が追加されます。 
 
任意点を一括で作成する場合は、「一括追加」ボタンをクリックします。 
任意点一括作成画面が表示されたら、開始測点と終了測点および作成間隔を入力してください。 
「計算実行」ボタンをクリックすると、任意点を一括で作成する事ができます。 
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６６  勾配線形計算 
 
勾配線形計算は横断勾配の入力を行い、各測点の勾配を計算します。 
 
Ｖｅｒ３．０以上では、平面線形の線形計算結果、幅員計算画面の拡幅・勾配入力にて横断勾配計

算が可能です。 
平面線形の拡幅・勾配入力が行われている場合は、勾配線形からの入力は必要ありません。 
 
基本操作マニュアルでは、４章「平面線形計算」にて拡幅・勾配入力を行っていますが、平面線形

にて拡幅・勾配入力を行っていない場合における勾配線形からの入力方法をご説明します。 
 
５章「縦断線形計算」まで作成したサンプル路線について以下の条件により、勾配線形を作成します。 

 
測点名 左勾配 右勾配 

ＮＯ.０ －２ －２ 
ＮＯ.１＋１２．４３９ －２ －２ 
ＮＯ.１＋１９．９３９ ＋６ －６ 
ＮＯ.３＋１０．３７１ ＋６ －６ 
ＮＯ.３＋１７．８７１ －２ －２ 
ＮＯ.３＋１８．７９２ －２ －２ 
ＮＯ.４＋８．７９２ －５ ＋５ 
ＮＯ.６＋１６.１９３ －５ ＋５ 
ＮＯ.７＋６．１９３ －２ －２ 
ＮＯ.８＋１１．３１３ －２ －２ 
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（A） 勾配線形の起動 
主メニュー画面の「線形・丁張」タブの「勾配線形」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
路線選択（勾配線形）画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
５章「縦断線形計算」まで作成した路線名「サンプル路線」をクリックし、「選択」ボタンをクリックします。 
 
 
線形条件設定（勾配線形）画面が表示されます。 
 
「平面線形と縦断・勾配・横断を連動させる」に

チェックが入っている事を確認してください。 
 
ここでは、各項目の入力・変更は行わずに、「入

力」ボタンをクリックします。 
 
※基本操作マニュアルでは、平面線形計算で既に

データ入力を行っている事が前提ですが、新規

に路線を作成し、勾配線形計算のみ行う事も可

能です。 
【40ページ「平面線形と連動していない場合」

参照】 
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（B） 勾配線形要素入力 
勾配線形要素入力（平面線形と連動）画面が表示されます。 
※基本操作マニュアルでは、平面線形の簡易入力で勾配の設定を行ったため、データが反映され、勾

配線形の要素入力を行う必要がありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「簡易入力」ボタンから線形の形状を確認しながら、拡幅・勾配を設定できます。 

簡易入力の入力方法については【18ページ「拡幅・勾配設定」参照】 

 

 

勾配計算結果画面に各測点の左右勾配が自動計算されるので、確認してください。 
※勾配計算結果画面が表示されていない場合は、メニューバーの「ウィンドウ」→「計算結果」を

クリックし、チェックを付けます。 
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プレビューは以下のように表示されます。 
※プレビューが表示されていない場合は、メニューバーの「ウィンドウ」→「プレビュー」をクリ

ックし、チェックが付いている状態にしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※表示設定の「番号を表示する」にチェックをしていない場合、番号は表示されません。 
 （プレビュー下の「設定」にチェックを付け、表示設定画面を表示させます） 
 
 
 

（C） 終了 
勾配線形計算を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
縦断要素入力（平面線形と連動）画面の「主メニュー」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「閉じる」ボタンをクリックすると、１つ前の線形条件設定（勾配線形）画面に戻ります。 
 
主メニュー画面に戻ります。 
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（D） 平面線形と連動していない場合 
線形条件設定（勾配線形）画面で、「平面線形と縦断・勾配・横断を連動させる」にチェックをしな

い場合は、計算結果画面の左右勾配の自動計算は行われません。 
 
各要素を入力後、「計算実行」ボタンをクリックして、計算させる必要があります。 
 
＜勾配線形要素入力画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表形式による入力は、平面線形と連動している場合と同様です。 
入力方法については、【「現場大将 操作説明書」参照】 
連動していない場合は、「簡易入力」ボタンは表示されません。 
 
＜プレビュー＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
勾配要素のみ表示されています。 



 - 41 -  

①計算実行 
実際の計算を行うには、「計算実行」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計算設定画面が表示されます。 
 
計算間隔を入力し、「計算実行」ボタンをクリックします。 
 
 
 
プレビューと勾配計算結果画面に計算結果が表示されます。 
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②任意点入力 
勾配要素入力画面の「任意点」ボタンをクリックすると、任意点入力画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測点名の入力を行うと、追加距離が自動計算されます。 
「閉じる」ボタンで終了し、縦断線形要素入力画面にて「計算実行」ボタンをクリックすると勾配計

算結果（計画高）画面に入力した任意点が追加されます。 
 
任意点を一括で作成する場合は、「一括追加」ボタンをクリックします。 
任意点一括作成画面が表示されたら、開始測点と終了測点および作成間隔を入力してください。 
「計算実行」ボタンをクリックすると、任意点を一括で作成する事ができます。 
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７７  横断丁張計算 
 
横断丁張計算は各測点の横断計画を行います。 
プレビューに構造物を追加したり、丁張の出入り・法長・鉛直高の計算を行う事ができます。 
また、計画および現地盤データを入力する事により立積計算が可能です。 
 
６章「勾配線形計算」まで作成したサンプル路線について以下の条件により、横断計画を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測  点     ： ＮＯ.７＋６．１９３ 
構 造 物     ： ①プレキャストＬ型側溝1  01-LS-01(PL1-B250A-H100)-S60 
     ②ブロック積擁壁1  03-RM-1(H3000-U1-N10.4)-H12 

 ③Ｕ型側溝2 01-US-04(U2-B500-H500)-S60 

 ④重力式擁壁2 GW 77(H4000-B2250-Cx-Nx-N10.4)-H12 
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（A） 横断丁張の起動 
主メニュー画面の「線形・丁張」タブの「横断丁張」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
路線選択（横断丁張）画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
６章「勾配線形計算」で作成した路線名「サンプル路線」をクリックし、「選択」ボタンをクリックします。 
 
 
線形条件設定（横断丁張）画面が表示されます。 
 
「平面線形と縦断・勾配・横断を連動させる」に

チェックが入っている事を確認してください。 
 
ここでは、各項目の入力・変更は行わずに「入力」

ボタンをクリックします。 
 
※基本操作マニュアルでは、平面線形計算で既に

データ入力を行っている事が前提ですが、新規

に路線を作成し横断丁張線形計算のみ行う事

も可能です。 
【76ページ「平面線形と連動していない場合」

参照】 
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（B） 横断線形要素入力 
横断測点一覧（平面線形と連動）画面が表示されます。 
平面線形、縦断線形にて計算した計画高・勾配・端部高が表示されます。 
 
横断測点一覧（平面線形と連動）画面から測点名「ＮＯ.７＋６．１９３」を選択し、「入力」ボタ

ンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 計画線入力 

横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面が表示されます。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
はじめに、左側の入力を行います。 
構造物「プレキャストＬ型側溝1 01-LS-01(PL1-B250A-H100)-S60」を追加します。 

左表示になっています。 
クリックすると、右表示になります。 
「左右切替」ボタンでも同様です。 
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表示される構造物が見やすくなるように、プレビューで表示される点名を非表示に設定します。 
プレビュー下の「設定」にチェックを付け、表示設定画面の「点名を表示する」のチェックをはず

してください。 
※プレビューが表示されていない場合は、メニューバーの「ウィンドウ」→「プレビュー」をクリ

ックし、チェックを付けてください。 
 
プレビューの「構造物追加」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
規格選択画面が表示されます。 
「プレキャストＬ型側溝1 01-LS-01(PL1-B250A-H100)-S60」を選択します。 

 
規格選択画面では分類ごとにフォルダ分けされています。 
「（全て）」フォルダ→「側溝」フォルダ→「Ｌ型側溝」フォルダ→「プレキャストＬ型側溝 1」フ

ォルダをクリックし、「プレキャストＬ型側溝1 01-LS-01(PL1-B250A-H100)-S60」を選択してください。 
※絞り込み機能を使用し、規格を検索する事もできます。 

詳しい操作については、【53ページ「絞り込み機能を使用してみよう！！」参照】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「プレキャストＬ型側溝1 01-LS-01(PL1-B250A-H100)-S60」をクリックし、「選択」ボタンをクリ

ックします。 
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擦り付け位置選択画面が表示されます。 
構造物の擦り付け位置を選択します。 
“１１”をクリックして「×」が移動したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プレビューの左端部に構造物が追加されます。 
 
 
 
 
 
 
 
続いて、任意経路（歩道）のデータを入力します。 
横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面にて以下の要素の任意経路を入力します。 
経路の始点・終点・通過点はプレビュー上をマウスでクリックし、選択する事もできます。 
 

ＣＬ距離 水平長 計画高 横断勾配 
３．８５０  ６６．９８７  

 ２．０００  ０．０００ 

 
 
 
 
 
 
 
 
※データ入力は「ＣＬ距離・水平長・斜長」「計画高・高低差」「横断勾配・法勾配」のいずれかの

組み合わせで入力します。 
以上の３要素のうち２要素入力する事により、入力を行わない箇所は自動計算され、以後入力で

きなくなります。 
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再度、構造物「ブロック積擁壁（石積）1 03-RM-1(H3000-U1-N10.4)-H12」の追加を行います。 
プレビューの「構造物追加」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
規格選択画面が表示されたら、「ブロック積（石積）擁壁 1 03-RM-1(H3000-U1-N10.4)-H12」を選

択します。 

（「（全て）」フォルダ→「擁壁」フォルダ→「ブロック積擁壁」フォルダ→「ブロック積（石積）擁壁1」

フォルダ→「ブロック積（石積）擁壁1 03-RM-1(H3000-U1-N10.4)-H12」） 

 
 
 
 

 
 

「ブロック積（石積）擁壁 1 03-RM-1(H3000-U1-N10.4)-H12」をクリックし、「選択」ボタンをクリッ

クします。 
 
擦り付け位置選択画面が表示されたら、「左右反転」ボタンをクリックします。 
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構造物が反転表示されたら、擦り付け位置を選択します。“３０”をクリックして「×」を移動し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次にプレビューにて計画経路（歩道）端部をクリックします。 
（擦り付け位置選択画面と同様、「×」が移動します） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
擦り付け位置選択画面の「ＯＫ」ボタンをクリックすると、プレビューに構造物が追加されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 50 -  

再度、横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面にて、任意経路を追加します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カーソルを最下行に移動して「経路追加」ボタンをクリックすると、新規の任意経路入力欄が表示

されます。 
※任意経路入力欄にカーソルがある時に「経路追加」ボタンをクリックすると、任意経路の挿入を

行う事ができます。 
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横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面にて以下の要素の任意経路（法面→小段→法面）を入力し

ます。 
 

ＣＬ距離 水平長 計画高 高低差 横断勾配 法勾配 
７．６３０  ６９．６８７    

   ５．０００  ０．８００ 
 １．０００   ＋１０．０００  
   ３．０００  １．０００ 

 
 
再度、「経路追加」ボタンをクリックし、任意経路（ブロック積擁壁の床掘りライン）を追加します。 

 
ＣＬ距離 水平長 計画高 高低差 横断勾配 法勾配 
５．５３０  ６６．１８７    

 －０．３００  ０．０００   
   ０．８００  －０．５００ 
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プレビューは以下のように表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同様に右側の入力を行ってください。 
※「左右切替」ボタンをクリックし、左右の表示を切り替えます。 
 
①構造物「プレキャストＬ型側溝1 01-LS-01(PL1-B250A-H100)-S60」を左右反転して追加します。 

※「（全て）」フォルダ→「側溝」フォルダ→「Ｌ型側溝」フォルダ→「プレキャストＬ型側溝1」フォルダ

※擦り付け位置→「道路端部と“１１”」 

 

②以下の要素の任意経路（歩道）を入力します。 
 

ＣＬ距離 水平長 計画高 横断勾配 
３．６００  ６６．９９２  

 １．５００  －２．０００ 
 

③構造物「Ｕ型側溝 2 01-US-04(U2-B500-H500)-S60」を追加します。 

※「（全て）」フォルダ→「側溝」フォルダ→「Ｕ型側溝」フォルダ→「Ｕ型側溝2」フォルダ 

※擦り付け位置→「歩道端部と“０”」 

 

④経路追加を行い、以下の要素の任意経路を入力します。 
 

ＣＬ距離 水平長 計画高 横断勾配 
５．９００  ６６．９６２  

 １．０００  ０．０００ 
 

⑤構造物「重力式擁壁2  GW 77(H4000-B2250-Cx-Nx-N10.4)-H12」を追加します。 

※「（全て）」フォルダ→「擁壁」フォルダ→「重力式擁壁」フォルダ→「重力式擁壁2」フォルダ 

※擦り付け位置→「任意経路端部と“７”」 
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構造物「重力式擁壁2 GW 77(H4000-B2250-Cx-Nx-N10.4)-H12」を選択する際、絞り込み機能を使用し

ます。 
 
構造物が擁壁のため、規格選択画面左側にて「擁壁」フォルダを選択し、「絞込」ボタンをクリック 
します。 

 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

絞込画面が表示されたら、「B2250」を入力します。 

※ここでは、「B2250」（底面の幅）で絞り込みを行います。 

 

「ＯＫ」ボタンをクリックすると、「擁壁」フォルダ内の 

「B2250」の文字が含まれる構造物が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
絞り込まれた構造物から、使用する構造物を選択し「選択」ボタンをクリックしてください。 
※更に絞り込みを行う事も可能です。 
 
 
 

絞り込み機能を使用してみよう！！ 
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入力部は以下のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プレビューは以下のように表示されます。 
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② 舗装断面入力 

舗装断面の入力を行います。 
 
横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面の「舗装断面」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舗装断面設定画面が表示されます。 
舗装厚をｍｍ単位で入力すると、次の層の計画高（左・センター・右）を自動計算し、ｍ単位で表示します。 
 
以下の舗装厚を入力します。 
※「舗装断面を描画する測点」は「この測点のみ」を選択してください。 
 

層 舗装厚（ｍｍ） 
表層 ５０ 
２層 ５０ 
３層 １２０ 
４層 １５０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
続いて、舗装断面の端部設定を行います。 
舗装断面設定画面の「端部設定」ボタンをクリックすると、端部設定画面が表示されます。 
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４層目の端部を左右とも１５０ｍｍ増加させます。 
設定方法は「直下がり」です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左の端部増減欄に「１５０」と入力すると、右にも同様の数値が入力されます。 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
 
 
 
舗装断面設定画面に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「閉じる」ボタンをクリックし、横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面に戻ります。 
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プレビューは以下のように表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 現地盤入力 

現地盤データの入力を行います。 
横断丁張（現地盤）画面に要素の入力を行います。 
※横断丁張（現地盤）画面の表示がされていない場合は、メニューバーの「ウィンドウ」→「現地

盤」をクリックし、チェックが付いている状態にしてください。 
 
基本操作マニュアルでは、以下のデータを直接入力にて入力します。 
 
センター現地盤高 ： ６６．８８９ｍ 

左 右 
追加距離（ｍ） 地盤高（ｍ） 追加距離（ｍ） 地盤高（ｍ） 

２．０００ ６９．１５８ ２．０００ ６５．３８９ 
５．０００ ７１．８５８ ５．０００ ６４．７８９ 
８．０００ ７４．３５８ ８．０００ ６４．７８９ 

１１．０００ ７５．８５８ １０．０００ ６４．７８９ 
１４．０００ ７６．２５８   
１７．０００ ７６．４５８   
 
 
 

舗装断面が表示されます。 
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既知点現地盤にセンター現地盤高「６６．８８９」を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
続いて、ＣＬ距離（追加距離）および地盤高の入力を行います。 
※データ入力は「ＣＬ距離・単距離」「地盤高・比高」のいずれかを入力する事により入力を行わな

い箇所の計算を行います。 
入力を行わなかった箇所は自動的に計算されます。 

 

  ＜左＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ＜右＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

左右を確認して入力を行ってください。 

「直接入力」に設定されている事を確認してください。 
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プレビューは以下のように表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現地盤の入力が終了したら、45ページ「計画線入力」の手順を参照し、右側の任意経路（掘削断

面）の入力を行ってください。 

 
①経路追加を行い、以下の要素の任意経路を入力します。 
 

 

 

 

②再度、経路追加を行い、以下の要素の任意経路を入力します。 
 

ＣＬ距離 水平長 計画高 高低差 法勾配 
７．６４０  ６２．８６２   

 ０．３００  ０．０００  
   １．９２７ ０．５００ 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＬ距離 水平長 計画高 高低差 法勾配 
５．１９０  ６２．８６２   

 －０．３００  ０．０００  
   ２．１６６ －０．５００ 
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入力部は以下のようになります。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プレビューは以下のように表示されます。 
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④ 方向杭の設定 

 
 
 
 

横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面の「方向杭」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方向杭の設定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示データは「センターからの方向杭」を選択します。 
左側の距離に「１４．０００」と入力します。 
 
 
 

作成した路線名「サンプル路線」の測点「ＮＯ.７＋６．１９３」の左側に 
方向杭を設置します。 
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杭座標が計算されプレビューに方向杭の位置が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
杭の位置を確認すると、１４ｍでは丁張を行うには足りませんので、方向杭の設定画面の左側の距

離を「１５．０００」と入力し直します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丁張杭の位置 

チェックが付いている事を確認してください。 
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杭の位置が変更されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
杭の位置を確認すると、１５ｍで良いようなので座標登録を行います。 
 
方向杭の設定画面の「座標登録」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
登録する結果座標選択画面が表示されます。 
 
「センターからの方向杭の座標」にチェックがついて

いる事を確認し、「登録」ボタンをクリックします。 
 
 
座標の登録が終了すると、メッセージが表示されます。 
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
 
方向杭の設定画面に戻るので、「閉じる」ボタンをクリックしてください。 
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⑤ 丁張計算 

それでは、前ページの１５ｍの方向杭を測設し、現地で観測した標高 ＝ ７６．８２８ｍを元に、

丁張をかける時に必要な出入り、法長、鉛直高を計算します。 
方向杭・杭頭の標高を入力し、対象の計画線を指定する事により、丁張の計算を行います。 
 
 
 
 
横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面の「丁張計算」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
杭頭の設定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作成した路線名「サンプル路線」の測点「ＮＯ.７＋６．１９３」のセンター 
から１５ｍの方向杭（標高７６．８２８ｍ）に丁張を行います。 
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はじめに距離の入力を行います。 
 
 
プレビューにて丁張杭をマウスでクリッ

クすると、方向杭の距離が計算され、杭

頭の設定画面の距離が入力されます。 
※杭頭の設定画面で直接入力も可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
杭頭の設定画面の「方向杭」ボタンから杭の選択を行う事もできます。 
方向杭の選択画面が表示されたら、左右切替から「左側」をクリックし、

位置「センターから １５．０００」を選択して、「ＯＫ」ボタンをクリ

ックします。 
 
 
 
 
 
 
続いて、観測した標高「７６．８２８」を入力します。 
※「標高計算」ボタンをクリックし、既知点の比高・標高、

杭までの比高を入力し、杭の標高を計算する事も可能です。 
 
入力が終了したら「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

丁張杭の位置をクリック 
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丁張計算結果画面が表示されます。 
プレビューにて計算対象線分を選択すると、計算

結果画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

 

プレビューにて計算対象線分をクリックします。対象線分をクリックすると、線が赤くなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丁張計算結果画面に杭頭からの下がり量・法

面までの水平距離・法長・法尻までの鉛直高

が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算対象線分をクリックします。 
基本操作マニュアルではこの線

が対象線となります。 
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【丁張計算結果表示方法】 
丁張計算は下記の３種類の項目を優先して計算する事ができます。 
 
下がり優先       … 現在の杭の標高から鉛直方向へ法尻に向って変化していく変化量（杭頭からの

下がり量）を優先します。 
法 長 優 先       … 現在の杭の標高から法尻に向って変化していく、法長の変化量（法長）を優先

します。 
鉛直高優先       … 現在の杭の標高から鉛直方向への法尻の標高の差（法尻までの鉛直高）を優先

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※計算間隔は５ｃｍおよび１０ｃｍのどちらかで計算する事ができます。 
※「余裕量」ボタンをクリックし、余裕量を入力する事により計画線に対し余裕量をもった計算が

行えます。 
※「杭調整」ボタンをクリックし、水平・垂直に調整量を入力する事ができます。 
 
 
基本操作マニュアルでは、計算方法を「法長優先」、

計算間隔を「１０ｃｍ」と設定します。 
 

丁張計算結果画面の「閉じる」ボタンをクリック

します。 
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⑥ 断面積 

切土・盛土・床掘・埋戻等の断面積を求めます。 
 
 
 
 

横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面の「断面積」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保存を確認するメッセージが表示されます。 

 
「はい」ボタンをクリックし、保存を行います。 

 

断面積一覧画面と計測結果画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作成した路線名「サンプル路線」の測点「ＮＯ.７＋６．１９３」切土部分の 
断面積計算を行います。 
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計測を行う範囲をプレビューにて指定します。計画線と現地盤線の各折れ点（ポイント）を下表の順に

クリックし、最終的に始点へ戻るように折れ点のクリックを行ってください。 
 

ＮＯ． １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 
通過点 ＸＬ６ ＧＬ５ ＧＬ４ ＧＬ３ ＧＬ２ ＧＬ１ ＸＬ２ ＰＬ１ ＳＴ１－１４ ＳＴ１－１３ 

 
ＮＯ． １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 
通過点 ＮＬ１ ＮＬ１１ ＳＴ２－３３ ＮＬ２ ＳＴ２－１２ ＮＬ４ ＮＬ５ ＮＬ６ ＸＬ６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
選択した点が違う場合は、マウスの右ボタンをクリッ

クまたは、計測結果画面の「１点戻す」ボタンをクリ

ックすると、選択した直後の点を取り消す事ができま

す。また、「全点消去」ボタンをクリックすると、選択

中の点を全て取り消す事ができます。 

範囲選択中に選択した点を戻すには？ 

始点・終点（ＸＬ６） 
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囲まれた範囲は黄色で塗られ、計測結果画面に断面積が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
面積の入力を行います。 
断面積一覧画面で「切土」にカーソルを合わせ、

「断面積代入」ボタンをクリックします。 
切土に先ほど選択した範囲の断面積が表示され

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
断面積の入力を行ったら、「閉じる」ボタンをク

リックします。 
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データの保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
「はい」ボタンをクリックします。 
 
 
横断丁張（計画）（平面線形と連動）画面が表示されたら、「閉じる」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横断測点一覧（平面線形と連動）画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この後「立積計算」を行いますが、立積計算では２つ以上の測点に断面積が計算されていないと行

う事ができません。 
基本操作マニュアルでは、他の測点の断面積の計算は行わず、サンプルデータを使用します。 
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⑦ 立積計算 

立積計算を行います。 
 
ここでは、サンプルデータを元に説明させていただきます。 
現場大将を終了してデキスパート基本部画面に戻り、取り込んだサンプルデータ工事「平成○○

年度 デキスパート サンプルデータ」を選択してください。 
※サンプルデータの取込みについては【4ページ「はじめる前にサンプルデータをインストールし

てください」参照】 
 
(ア) 現場の選択 
ここで使用する現場を選択します。 
主メニュー画面の「現場選択」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場選択画面が表示されたら、「道路サンプルデータ」現場を選択し、「選択」ボタンをクリックし

ます。 
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(イ) 横断丁張の起動 
主メニュー画面の「線形・丁張」タブの「横断丁張」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路線選択（横断丁張）画面が表示されます。 
 
 

「道路サンプルデータ」路線を選択し、「選択」

ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
線形条件設定（横断丁張）画面が表示されます。 
 
ここでは、各項目の入力・変更は行わずに「入力」ボタン

をクリックします。 
 
※基本操作マニュアルでは、平面線形計算で既にデータ

入力を行っている事が前提ですが、新規に路線を作成

し横断丁張線形計算のみ行う事も可能です。 
新規に作成する場合は、「平面線形と縦断・勾配・横断

を連動させる」のチェックがはずれている事を確認して

ください。 
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横断測点一覧（平面線形と連動）画面の「立積計算」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
立積計算書画面が表示されます。 
入力された断面積と追加距離で立積が計算されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立積計算書を確認したら、「閉じる」ボタンをクリックします。 
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（C） 終了 
横断丁張計算を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
横断測点一覧（平面線形と連動）画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「主メニュー」ボタンをクリックします。 
 
 
主メニュー画面に戻ります。 
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（D） 平面線形と連動していない場合 
線形条件設定（横断線形）画面で、「平面線形と縦断・勾配・横断を連動させる」にチェックをしな

い場合は、測点を作成する必要があります。 
 
＜横断測点一覧画面＞ 
「新規」ボタンをクリックすると、横断丁張（計画）画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜横断丁張（計画）画面＞ 
測点名・センター計画高・追加距離を入力し、横断要素を入力します。 
その他の操作は連動時と同様です。 
※方向杭の設定はできません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

以上で、横断丁張計算までの説明は終了です。 

以降の操作につきましては、別冊「基本操作マニュアル２」をご覧ください。 
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1. 本書の内容およびプログラムの一部、または全部を当社に無断で転載、複製する事は禁止されております。 
2. 本書およびプログラムに関して将来予告なしに変更する事があります。 
3. プログラムの機能向上のため、本書の内容と実際の画面・操作が異なってしまう可能性があります。この

場合には、実際の画面・操作を優先させていただきます。 
4. 使用しているデータは、本書用に作成したものとなりますので、実在しません。 
5. 本書の内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点・誤り・記載漏れ等、お気付きの事が

ございましたら、当社までご連絡ください。 
6. 本書の印刷例および画面上の会社名・数値等は、実在のものとは一切関係ございません。 
 
●Windows は米国マイクロソフト社の登録商標です。 
●その他社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 

611 202４年１２月2３日作成 

【ご注意】 
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